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早いものでもうすぐ１２月。１年の締めくくりの月となります。「師走」というように、ま

だまだ行事も予定されていて、忙しい月になりそうです。ひまわり学級は今年もまた、戸坂中

学校で行われる「小中交流会」のクリスマス会に参加します。出しものは、トーンチャイムと

いう楽器で『もろびとこぞりて』を演奏する予定です。この曲は全部で８つの音が出てくるの

で、４人が１音、２人が２音担当することになります。メロディーに合わせて自分の音を鳴ら

すのはむずかしいですが、少ない練習時間にもかかわらず、子どもたちは一生懸命練習に励ん

でいて、だんだん上手に演奏できるようになってきました。 
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�  先週の活動になりますが、１４日（水）に、たてわり遊びがありました。各グループの友

だちと一緒に楽しそうに遊んでいました。人気の遊びは、ドッジボールやおにごっこでし

た。少し寒い日でしたが、子どもたちは元気よく動きまわっていました。 
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�  １５日（木）の朝読書の時間に、あかさかクラブの方に絵本の読み聞かせをしていただ

きました。紙芝居や大きな絵本が出てきて、子どもたちは大興奮です。聞く時は、静かに

聞くというマナーもしっかり守れていました。いつもたくさんの仕かけが用意されている

絵本に子どもたちは本の世界へ。「みんなで一緒にコックさんを呼んでみよう」という声

かけに、「コックさ～ん！」とみんなの声が響きました。その場がほっこりと和んでいま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�  ２０日（火）の５時間目に、小・中連携教育公開研究会が行われ、ひまわり学級の授業

をたくさんの先生が見に来られました。先日掘ったさつまいもを使って、「クッキングに

使うさつまいもをえらぼう」ということで、３つの大きさの穴（大・中・小）に一つずつ

通して分けていき、子どもたちにとって調理しやすい大きさのさつまいもを選んでいくこ

とにしました。C さん・F くんペア、B くん・A くんペア、D さんの３つのグループに分か

れて活動しました。Eくんが体調不良のためお休みでしたが、「Eくんの分まで頑張ろうね」

と話し、片付けの時にはみんなが前川さんを手伝っていました。「私、手伝う！」Cさんの

優しいその一言に全員がかけつけたのです。大を数えた Dさんのバケツには大きくて重た

いさつまいもがどっさり。C さんと２人で一生懸命運んでいました。見ている人に自然と

笑顔が出る場面だったと思います。 

授業は F くんの気持ちのよい号令から始まり、D さんがかごを渡された時に元気よく「あ

りがとうございました」と言ったところから、みんなのやる気モードがアップしていきま

した。それからは、元気よく次々と手が挙がりました。B くんは、少し難しい質問にも、

よく考えて堂々と発表することができました。大きさを分けたあとは、それぞれで数をか

ぞえて発表しました。今回のクッキングに使うさつまいもは２４個です。スイートポテト

を作る予定です。授業の終わりに、スイートポテトを作るときに使う道具を当てるクイズ

をしました。道具の絵の中には、ドラえもんのポケットや仮面ライダーの変身ベルトの絵

もありました。それを見つけた A くん。「はい！」とてもいい姿勢で、アピールです。前

に出てきてドラえもんポケットを指差し、「どうですか？」。その時、見ている人たちみん

なが（あったらいいな～）と思ったはずです。 

授業が終わって、たくさんの先生方が、「ほんとに落ち着いていて、いい子たちですね」

「先生の話をちゃんと聞いて、活動も自分たちで進んでやっていて、良かったです」と言

っていただきました。本当に頑張っていたと思います。 

今度のクリスマス会でやるトーンチャイムの演奏も、みんなで気持ちを 1つにして曲を

完成させなければいけません。でも、子どもたちの日頃の様子を見ていると、きっと大丈

夫。そう思える関係が築けているように思います。 


